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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＴＤＤ複信方式の第１の通信システムのための第１の送信路を有し、
　前記第１の送信路は第１の送信フィルターを有し、
　ＦＤＤ複信方式の第２の通信システムのための第２の送信路を有し、
　前記第２の送信路は第１のデュプレクサを有し、
　前記第１の通信システムと前記第２の通信システムは、互いに同一の送信周波数帯域、
一方が他方に含まれる送信周波数帯域、隣接する送信周波数帯域、もしくは、少なくとも
同じオクターブ内に配置された送信周波数帯域を利用し、
　前記第１の通信システムからの送信信号は、切替え可能に、したがって、前記第１の、
または、前記第２の送信路のどちらかを経由して送信されうる、
　移動無線装置のための回路配置。
【請求項２】
　受信信号が前記第１の通信システムからの前記送信信号と並行して、したがって同時に
、受信されうる第１の無線システムのための受信フィルターを備えた少なくとも１つの受
信路を有する、
　請求項１に記載の回路配置。
【請求項３】
　前記第２の通信システムの前記送信周波数帯域に隣接する送信周波数帯域を使用する、
ＦＤＤ複信方式の第３の通信システムのための第３の送信路を有し、
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　前記第３の送信路は、第２のデュプレクサを有し、
　前記第１の通信システムからの前記送信信号は、前記第１の、第２の、または、第３の
送信路を経由して、切替え可能に送信されうる、
　請求項１または２に記載の回路配置。
【請求項４】
　少なくとも前記第１の、および、前記第２の通信システムは同一のアンテナを使用する
、すなわち、前記第１の、および、前記第２の送信路は同一のアンテナ接続部に接続され
る、
　請求項１乃至３のいずれか１項に記載の回路配置。
【請求項５】
　前記第１の無線システムは、ＧＰＳ、ＤＶＢ－Ｈ、ブルートゥース、放送用の無線、Ｗ
ＬＡＮ、または、ＷｉＭＡＸから選択される、
　請求項２に記載の回路配置。
【請求項６】
　前記第１の通信システムの送受信路と、前記第２の通信システムの送受信路と、第３の
もしくは別の通信システムの送受信路とを、前記アンテナ接続部と接続または分離するア
ンテナ切替器を有する、
　請求項４に記載の回路配置。
【請求項７】
　前記第１の送信路は、送信周波数帯域について互いに隣接した前記第１の、および、さ
らに別の通信システムのための、共通の送信路である、
　請求項１乃至６のいずれか１項に記載の回路配置。
【請求項８】
　第１の共通の電力増幅器が、前記送信周波数帯域が同一のオクターブ内にある前記通信
システムからの前記送信信号のために備えられ、
　さらに別の共通の電力増幅器が、前記送信周波数帯域が隣のオクターブ内にある前記通
信システムからの前記送信信号のために備えられ、
　前記送信路は、前記電力増幅器を、前記アンテナ切替器に、または、前記アンテナ接続
部に接続する、
　請求項６に記載の回路配置。
【請求項９】
　前記第１の通信システムの前記第１の送信フィルターは、低域フィルターの形状をして
いる、
　請求項１乃至８のいずれか１項に記載の回路配置。
【請求項１０】
　前記デュプレクサは、ＳＡＷ、または、ＢＡＷに基づいたチップ素子として設計され、
集積されたセラミック製の多層基板上に実装される、
　請求項１乃至９のいずれか１項に記載の回路配置。
【請求項１１】
　前記デュプレクサは、ＳＡＷ、または、ＢＡＷに基づいたチップ素子として設計され、
集積されたセラミック製の多層基板上に実装され、
　少なくとも１つの前記電力増幅器、および、前記アンテナ切替器は、前記多層基板上に
、さらにまた実装され、それぞれ個別半導体素子の形状をしている、
　請求項８に記載の回路配置。
【請求項１２】
　７つの異なる通信システムのための送受信路を有する、
　請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の回路配置。
【請求項１３】
　共通の電力増幅器が、ＦＤＤ複信方式のすべての前記通信システムのために備えられ、
　共通の電力増幅器が、ＴＤＤ複信方式のすべての前記通信システムのために備えられた
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、
　請求項１乃至１２のいずれか１項に記載の回路配置。
【請求項１４】
　ＳＰ３Ｔ、または、ＳＰ４Ｔ切替器が、前記送信路を前記アンテナに接続するために備
えられた、
　請求項４に記載の回路配置。
【請求項１５】
　ＴＤＤ複信方式の第１の通信システムのための第１の送信路を有し、
　前記第１の送信路は第１の送信フィルターを有し、
　ＦＤＤ複信方式の第２の通信システムのための第２の送信路を有し、
　前記第２の送信路は第１のデュプレクサを有し、
　前記第１の通信システムと前記第２の通信システムは、互いに同一の送信周波数帯域、
一方が他方に含まれる送信周波数帯域、隣接する送信周波数帯域、もしくは、少なくとも
同じオクターブ内に配置された送信周波数帯域を利用し、
　前記第１の通信システムからの送信信号は、切替え可能に、したがって、前記第１の、
または、前記第２の送信路のどちらかを経由して送信されうる、
　移動無線装置のための回路配置を、
　前記第１の通信システムの送信が、前記送信フィルターを備えた前記第１の送信路を経
由して、または、前記デュプレクサを備えた前記第２の送信路を経由して行われるように
、動作させる方法。
【請求項１６】
　前記回路配置は補助無線システムを有し、
　前記補助無線システムの受信は、前記第１の通信システムの送信と同時に行われ、
　前記送信信号は、前記デュプレクサを備えた前記第２の送信路を経由して送信される、
　請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記補助無線システムの受信は、ＧＳＭシステムである前記第１の通信システムの送信
と同時に行われ、
　前記ＧＳＭシステムからの送信信号は、ＷＣＤＭＡシステムの送信路、および、前記Ｗ
ＣＤＭＡシステムの送信路の中に配置されたデュプレクサを経由して送信される、
　請求項１６に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マルチバンド／マルチモード動作に対応した最新の移動無線装置において使
用されうる、回路配置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　マルチバンド動作は、同一の通信規格において多数の送受信帯域で、送受信の動作がで
きる動作方法を意味すると解される。マルチモード動作は、異なる移動無線規格において
異なる送受信帯域で、移動無線装置が動作できる方法を意味すると解される。最新の移動
無線装置は、マルチバンドおよびマルチモード動作に対応しており、例えば、７つの異な
る通信システムで送受信することができる。
【０００３】
　さらに、最新の移動無線装置は、例えば、ＵＨＦ送受信機、ＤＶＢ－Ｈ（Digital Vide
o Broadcasting - Handheld）受信機、ブルートゥース、ＷＬＡＮ（Wireless Local Area
 Network）、ＷｉＭＡＸ、ＧＰＳ（Global Positioning System）等のさらなる補助的な
受信装置を有しうる。有利なことに、送受信装置は、上述した無線システムのすべてにつ
いて、単一の基板に実装される。
【０００４】
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　補助的な送受信システムは、移動無線通信システムとは関連付けられずに、通常それぞ
れの割り当てられた受信帯域において連続的に受信するように設計される、もしくは、通
信システムの送受信帯域に同期しない。上記の受信は、通信システムの動作と並行して行
われうる、もしくは、行われるように意図される。この状況では、補助システムと通信シ
ステムとで、同じアンテナを使用することが可能である。しかし、ほとんどの場合におい
て、それぞれの補助無線システムの要件に合う第２のアンテナを使用することが通常であ
る。
【０００５】
　通信システムと補助無線とが密に物理的に接近することは、移動無線部からのアンテナ
信号（送信信号）と、補助無線からの無線信号との間で、高水準のカップリングがおこる
ことを意味する。この場合、通信とは干渉しないが、補助無線システムの受信の質を大き
く害することになる、通信システムの送受信帯域外における周波数干渉が起こりうる。い
くつかの場合では、この問題は、通信システムと補助無線とを異なる時間帯で動作させる
ことで、解決されうる。しかし、ほとんどの場合、これは、信号間の同期がないため、も
しくは、これらの（ＷＣＤＭＡおよびＤＶＢ－Ｈの場合のような）信号を連続的に動作さ
せる場合において、不可能である。例として、ＥＧＳＭ通信システムにおける送信機は、
１つもしくは複数の補助無線システムと、干渉しうる。
【０００６】
　補助無線システムの受信帯域と通信システムの送受信帯域とは異なるので、補助無線シ
ステムにおける送信信号の基本波を除去することは可能であるが、送信機はさらに、補助
無線の受信帯域内での周波数において、例えば、電力増幅器からの広域雑音、あるいは、
受信装置からの寄生漏洩信号の起因となりうる、干渉信号を生成してしまう。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、送信端で生成される雑音、もしくは他の干渉信号を、効果的に排斥す
ることが可能な移動無線装置の回路配置を特定することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、この目的を、請求項１に記載の回路配置によって達成する。有用な改良およ
び回路配置を動作させる方法は、さらに別の請求項に記載されている。
【０００９】
　ＴＤＤ（Time Division Duplexing）複信方式の第１の通信システムのための第１の送
信路を有し、ＦＤＤ（Frequency Division Duplexing）複信方式の第２の通信システムの
ための第２の送信路を有する回路装置が特定される。第１の送信路は、第１の送信フィル
ターを有し、第２の送信路は、第１のデュプレクサを有する。
【００１０】
　この場合、回路配置は、第１の通信システムからの送信信号が、第１のまたは第２の送
信路を経由して切替え可能に送信できるように形成される。このようにして、第１の通信
システムからの送信信号を、第１の送信路に配置された通常は低域フィルターである第１
の送信フィルターを通して送信する、または、デュプレクサもしくはその送信フィルター
素子を経由して送ることができる。ここで、提案された切替え可能な第２の送信路は、第
１の通信システムからの送信信号に、デュプレクサの関連するフィルター素子を経由して
、より効果的な帯域通過フィルタリングを受けさせるために使用できる。この結果、通過
帯域からより離れた周波数スペクトルの領域においてでさえも、デュプレクサの送信フィ
ルターの通過帯域外で、良質の減衰が達成される。これによって、送信部によって生成さ
れる帯域外の干渉が、効果的に減衰される。特に、したがって、存在しうる補助無線の受
信領域における干渉を減衰させることができ、第１の通信システムにおいて同時に送信動
作をしたとしても、上記の第１の通信システムから干渉することなく、上記の無線システ
ムにおいて受信が可能となる。
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【００１１】
　送受信のために、ＴＤＤ複信方式の通信システムは、送信または受信動作のためにそれ
ぞれ用意された時間帯として知られる時間オフセットにより動作する。通常は、送受信周
波数、または、送受信動作に割り当てられた周波数帯域はまた、この場合異なる。例えば
、ＧＳＭ規格は、このような通信システムである。
【００１２】
　ＣＤＭＡまたはＷＣＤＭＡ規格のような、ＦＤＤ複信方式の通信システムは、時間帯に
分けられていない異なる送受信帯域において送受信するため、同時に送受信することがで
きる。これは、信号を分離するために、デュプレクサを必要とする。上記のデュプレクサ
は、それぞれ他方のフィルター素子の通過帯域において排斥するため、受動的に接続され
た２つのフィルター素子を有する。これは、例えば、四分の一波長線路や、適切な位相回
転を生成する他の回路を使用することで、実装できる。
【００１３】
　デュプレクサの２つのフィルター素子は、それぞれ帯域通過フィルターの形状をしてお
り、それらは共通の基板、または、異なる基板上に配置されることができる。デュプレク
サのフィルター素子は、同一であってもよいし、あるいは、異なるタイプのフィルターで
あってもよい。したがって、例として、ＳＡＷ（Surface Acoustic Wave）フィルター、
または、２つのＢＡＷ（Bulk Acoustic Wave）フィルターから、デュプレクサを生成する
ことができる。一方で、それぞれのフィルター素子がそれぞれの送受信帯域の関連する要
求に整合可能であるなら、異なる技術を用いて設計された２つのフィルターからデュプレ
クサを生成することもできる。
【００１４】
　特に有用なものとして、その受信信号が第１の通信システムの送信と並行して、したが
って同時に受信されうる第１の無線システムのための受信フィルターを備えた少なくとも
１つの受信路をさらに有する回路配置がある。このような並行した動作（第１の通信シス
テムでの送信と第１の補助無線システムでの受信）はこのとき、本発明の線路においては
、もし第１の通信システムからの送信信号が第２の送信路、したがってデュプレクサの送
信フィルター素子、を経由して送信されたとしても、干渉することなく可能である。第１
の補助無線システムにおける無干渉な受信は、低域フィルターの形状をした実際の第１の
送信路からの送信フィルターと比べて、デュプレクサにおける帯域通過フィルターのフィ
ルター作用が、より良質なものであることによって、達成される。
【００１５】
　１つの典型的な実施形態では、回路配置は、第２の通信システムの送信周波数帯域に隣
接した送信周波数帯域を使用する、ＦＤＤ複信方式の第３の通信システムのための第３の
送信路を有する。第３の送信路は、第２のデュプレクサを有する。回路配置はそのとき、
第１の通信システムからの送信信号が第１の送信路、第２の送信路を経由して、あるいは
、第３の送信路を経由して、選択的に送信されるという選択肢を提供することができる。
これは、もし第１の送信路が、”通常の動作”では高調波を除去するための低域フィルタ
ーの形状をしている単一の送信フィルターを経由して送信される、ＴＤＤ複信方式の第１
のおよびさらに別の通信システムのための共通の送信路であるならば、有用である。もし
ＦＤＤ方式の第２のおよび第３の通信システムが、ＴＤＤ方式の第１のおよびさらに別の
通信システムと同じ送受信動作の周波数帯域を現在使用しているならば、ここで提案され
た回路配置は、周波数についてそれぞれの送信帯域に最も整合する送信路（第２の、また
は、第３の送信路）を経由して、送信信号を送信するために使用されることができる。
【００１６】
　回路配置の１つの改良形態では、第１のおよび第２の通信システムは、同一のアンテナ
を使用する。第１のおよび第２の送信路はしたがって、１つの同じアンテナ接続部へ接続
される。
【００１７】
　提案された回路配置を並行して動作する（送受信する）ように設計された第１の補助無
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線システムは、ＧＰＳ（Global Positioning System）、ＤＶＢ－Ｈ（Digital Video Bro
adcasting-Handheld）、ブルートゥース、ＵＨＦ放送用の無線、ＷＬＡＮ（Wireless Loc
al Area Network）、または、ＷｉＭＡＸから、選択してもよい。
【００１８】
　さらに別の実施形態では、回路配置は、少なくとも第１の、および、第２の通信システ
ムの送受信路を個別にアンテナ接続部へ接続する、または、再度それらから分離するアン
テナ切替器を有する。すべての通信システムのすべての送受信路を、アンテナ切替器によ
ってアンテナ接続部に接続することも、可能である。
【００１９】
　いくつかの通信システムの送信路は、同一の送信周波数領域、隣接した送信周波数領域
、または、一方の中に位置する周波数領域を使用しているならば、回路配置における共通
の送信路を形成するために接続されることもできる。共通の送信路は、そのとき、低域フ
ィルターを有してもよく、その通過帯域は、２つの通信システムの送信周波数帯域を通過
することを許容する。この場合は一方で、ＴＤＤ複信の通信システムの送信路のみが、動
作の間に組み合わせることができる。
【００２０】
　さらに別の実施形態では、提案された回路配置は、送信周波数帯域が第１の周波数領域
の中に位置している通信システムからの送信信号のための共通の電力増幅器を有してもよ
い。同様に、さらに別の電力増幅器が、送信周波数が第２の周波数領域の中に位置してい
る通信システムからの送信信号のために備えられてもよい。例として、第１の周波数領域
は、１ＧＨｚまでの送信周波数を有してもよく、一方で、第２の周波数領域は、１．６か
ら２ＧＨｚまでの間の送信周波数を有していてもよい。この場合、ここでは共通の送受信
アンテナとして使用可能な、第１の、および、第２の周波数領域のためのそれぞれ専用の
アンテナを用意することはまた、有用になりうる。
【００２１】
　一方で、４５０ＭＨｚから２．５ＧＨｚまでの間のすべての周波数領域、または、すべ
ての可能な送信周波数帯域のための、共通の電力増幅器を用意することもできる。共通の
電力増幅器のための１つの可能な周波数領域はまた、８００ＭＨｚから２ＧＨｚまでの間
に位置してもよい。
【００２２】
　さらに別の実施形態では、共通の電力増幅器が、同一の複信方式の通信システムからの
送信信号のために備えられてもよい。したがって、共通の電力増幅器が、ＴＤＤ複信方式
の通信システムからの送信信号のために備えられ、第２の電力増幅器が、ＦＤＤ複信方式
のそれらの通信システムからの送信信号のために備えられてもよい。
【００２３】
　好ましくは、回路配置における少なくとも１つもしくは複数のデュプレクサのチップ素
子は、多層基板上、および、特にセラミック製の多層基板上に実装される。多層基板は、
抵抗、キャパシタンス、および、インダクタンスから選択された集積された受動回路素子
を有してもよい。これらはこのとき、多層基板内に、１つもしくは複数の適切に設計され
た金属層の形状で生成されてもよい。
【００２４】
　さらに、例えば１つの電力増幅器のようなさらに別のチップ素子が、多層基板上に用意
されてもよい。アンテナ切替器はまた、半導体素子、したがってチップ素子として生成さ
れ、多層基板上に実装されてもよい。
【００２５】
　例として、回路配置が、例えば７つのＧＳＭ帯域（ＧＳＭ８５０、ＧＳＭ９００、ＧＳ
Ｍ１８００、ＧＳＭ１９００）、および、３つのＷＣＤＭＡ帯域　ＷＣＤＭＡ８５０（Ba
nd V）、ＷＣＤＭＡ９００（Band VIII）、ＷＣＤＭＡ１８００（Band III）、および、
ＷＣＤＭＡ１９００（Band II）のような、７つの異なる通信システムのための送受信路
を有してもよい。この構想は、現在既に動作されているすべての９つの帯域へ、または、
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今日既に議論されている、拡張可能なさらに別の帯域へ、拡張することができる。
【００２６】
　本発明は、典型的な実施形態、および、関連した図を参照して、以下により詳細に説明
される。図は、本発明を説明するのみの役割をし、したがって概略的のみとなっている。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】第１の方式における回路配置の詳細を概略的に示す図である。
【図２】第２の方式における配置を示す図である。
【図３】第３の方式における配置を示す図である。
【図４】公知のフロントエンドモジュールを概略図により示す図である。
【図５】共通のアンテナに接続されている第１、第２、および、第３の送信路を備えた従
来公知の回路配置を示す図である。
【図６】第１の通信システムのための第１の送信路と、２つのさらに別の通信システムの
ための共通の送信路と、を備えた従来公知の回路配置を示す図である。
【図７】２つのさらに別の通信システムのための、第１の送信路とさらに別の共通の送信
路、を備えた回路配置を示す図である。
【図８】２つの送信路がＦＤＤ複信方式の通信システム、および、受信機端での対称的な
信号経路と関連付けられた、３つの送信路を備えた回路配置を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　図４は、最新の移動無線において使用されうる、従来公知の配置を示す。この回路配置
は、アンテナ切替器ＡＳに接続されたアンテナＡＮを有する。これは、アンテナを、ＦＤ
Ｄ複信方式の通信システムのためのデュプレクサＤＸへ、ＴＤＤ複信方式の通信システム
のための複数の受信フィルターＲＸＦ１からＲＸＦ４のうち１つへ、または、ＴＤＤ方式
の１つもしくは複数の通信システムのための電力増幅器ＰＡ１、ＰＡ２へ、選択的に接続
するＳＰＸＴ（Single Pole X Throw）切替器の形状であってもよい。ＳＰＸＴ切替器に
おける数Ｘは、それぞれ切替器が１つの接続を生成する異なる切替位置の数を示す。すべ
ての通信システムにおいて、送信および受信部は、共通の無線周波数チップＩＣ（トラン
シーバー）に集積されてもよい。例として、これは、本図では第２の通信システムＫＳ２
のためのただ１つの増幅器ＬＮＡが示されているように、すべての通信システムの受信路
のための低雑音増幅器ＬＮＡを含む。
【００２９】
　アンテナ路ＡＮＴは、並行して動作する補助無線システムにおける受信の質を向上させ
るため、干渉雑音を除去するのに使用されうるさらなるフィルターＺＦを含んでもよく、
そうでなければ、受信の質はアンテナと結びついた雑音によって逆に悪影響をうける。そ
のようなフィルターは、雑音と、したがって補助無線の受信の質とを向上させるが、上記
のさらなるフィルターＺＦの減衰は、個別の送受信フィルターの減衰に加えられるので、
通信システムの減衰を増大させる結果になる。
【００３０】
　図５は、ＴＤＤ複信方式の第１の、および、さらに別の通信システムのための共通の送
信路を備えた、さらに別の公知の回路配置の詳細を示す。この共通の送信路は、低域フィ
ルターの形状をした送信フィルターＴＸＦを有する。共通の送信路は、第１のアンテナ路
ＡＮＴへ接続されている。同様に、ＦＤＤ複信方式の第２の通信システムのための第１の
デュプレクサＤＸ１、および、ＦＤＤ方式の第３の通信システムのための第２のデュプレ
クサＤＸ２の入力は、アンテナ路へ接続されている。
【００３１】
　２つのデュプレクサＤＸ１、ＤＸ２のそれぞれの第１のフィルター素子は、送信路へ接
続され、一方で、第２のフィルター素子は、それぞれの通信システムの受信路へそれぞれ
接続されている。アンテナ路ＡＮＴは、アンテナ切替器ＡＳによって、送信フィルターＴ
ＸＦもしくはデュプレクサの入力へそれぞれ接続され、すべてのアンテナ切替器は、例え
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ばシリコン製のダイオード素子や、ＣＭＯＳ切替器や、もしくはガリウムヒ素の切替器と
いった、単一の切替素子によって実装することができる。さらに別の切替器は、ＴＸフィ
ルターＴＸＦを送信入力へ、そして、２つのデュプレクサＤＸ１、ＤＸ２の受信フィルタ
ーを、回路配置の受信部はまたさらに集積可能な集積素子でもよい送信／受信ＩＣ（トラ
ンシーバー）の受信入力へ、接続する。これらの切替器は、本図の左側に示されているよ
うに、単一の切替素子によって実装されてもよい。
【００３２】
　少なくとも１つの第１の通信システムのための送信フィルターＴＸＦは、例えばＧＳＭ
８５０（この場合：第１の通信システム）およびＧＳＭ９００（さらに別の通信システム
）の送信路のための共通の送信フィルターであってもよい。例えば、第１のデュプレクサ
ＤＸ１を備えた第２の通信システムは、ＷＣＤＭＡシステム９００であり、一方で、第２
のデュプレクサＤＸ２を備えた第３の通信システムは、ＷＣＤＭＡ８５０システムであっ
てもよい。３つの通信システムすべては、同一もしくは類似の周波数で動作するため、送
信と受信の動作のための１つのアンテナによって何も問題なく動作することができる。さ
らに、このアンテナは、１７００から１８００ＭＨｚの間の第２の周波数領域のための送
受信アンテナとして使用されることもできる。
【００３３】
　図６は、順番に、ＴＤＤ複信方式の第１の（この場合はＧＳＭ９００）、そしてさらに
別の第１の（この場合はＧＳＭ８５０）通信システムのための第１の送信フィルターＴＸ
Ｆを備えた共通の送信路を有し、ＦＤＤ複信方式の第２の通信システム（この場合はＷＣ
ＤＭＡ９００）のためのデュプレクサＤＸ１を備えた送信路を有し、そして、ＴＤＤ方式
のさらに別の第１の通信システム（この場合はＷＣＤＭＡ８５０）のための受信フィルタ
ーＲＸＦ３を備えた受信路を有する、対照的に簡略化された回路配置を示す。同時に、フ
ィルターＲＸＦ３は、さらに別の通信システム（この場合はＧＳＭ８５０）のための受信
フィルターとしても使用される。デュプレクサＤＸ１のＲｘフィルターは、第１の通信シ
ステム（ＧＳＭ９００）のための受信フィルターとしても使用される。この簡略化された
公知の回路配置においては、第１のおよび第２の通信システム（ＧＳＭ９００およびＷＣ
ＤＭＡ９００）の良質な調和が得られる。
【００３４】
　この従来公知の回路配置のさらに別の変形が図７に示されており、ここで、第３の通信
システム（ＷＣＤＭＡ８５０）の第２のデュプレクサＤＸ２は、ＦＤＤ方式の第１の通信
システム（この場合はＧＳＭ８５０）のための受信フィルターとしても使用される。フィ
ルターＲＸＦ２は、さらに別の第１の通信システム（ＧＳＭ９００）のための受信フィル
ターである。第１の、および、さらに別の（第１の）通信システム（ＧＳＭ８５０および
ＧＳＭ９００）のための共通の送信路は、図６に示されている配置でのように、低域フィ
ルターＴＸＦを有する。この場合、第３の通信システム（ＷＣＤＭＡ８５０）と第１のＴ
Ｘシステム（ＧＳＭ８５０）との良質な調和が得られる。
【００３５】
　図８は、特に図５での配置の機能を有している、従来公知の回路配置を示しており、こ
こでそれぞれのデュプレクサは、第２および第３の通信システム（ＷＣＤＭＡ８５０およ
びＷＣＤＭＡ９００）を備える。ＴＤＤ複信方式の第１の、および、さらに別の（第１の
）通信システム（ＧＳＭ８５０およびＧＳＭ９００）の共通の送信路のために、共通の送
信フィルターＴＸＦ（低域フィルター）を備える。さらに、両デュプレクサの受信フィル
ターは、バランス信号を通すバランスフィルターの形状である。この場合、第２および第
３の通信システムの２つのデュプレクサＤＸ１、ＤＸ２のそれぞれはまた、第１の（ＧＳ
Ｍ８５０）、および、さらに別の（第１の）通信システム（ＧＳＭ９００）、言い換える
と、ＴＤＤ方式の２つの通信システム、のそれぞれ１つのための受信フィルターとして使
用され、図６あるいは７において基本的に示された回路は、同じ方法で応用可能である。
【００３６】
　図１は、本発明における第１の動作状態での回路配置を示し、図５で示された公知の配
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置として使用されているように、通常の公知の動作状態に相当する。この動作状態では、
適切に閉じられた切替器ＡＳが、ＴＤＤ方式の第１の、および、さらに別の通信システム
のための、例えばＧＳＭ８５０およびＧＳＭ９００ＭＨｚのための、共通の送信路を、第
１にアンテナ路ＡＮＴへ、第２にＴＸもしくは送信チップ、および、特に電力増幅器へ、
接続する。送信フィルターＴＸＦによるフィルタリングは、電力増幅器では完全には排斥
することができない高調波を除去するためにのみ適している、低域フィルターを使用する
ことで行われる。同時に送信動作が行われている場合に、補助無線システムの並行した動
作へ、第１の、または、さらに別の通信システムを経由して悪影響を及ぼしうるような、
低周波数の、そして離れた周波数の干渉が残り、この場合の受信において、干渉が起こる
結果となりうる。
【００３７】
　図２は、第２の新たな動作状態における同一の配置を示しており、ここでは、適切に閉
じられた切替器ＡＳが、中に有する第１のデュプレクサＤＸ１を備えた第２の送信路を、
アンテナ路ＡＮＴへ接続する。この動作状態では、第１の通信システム（この場合はＧＳ
Ｍ９００ＭＨｚ）の送信動作は、第１のデュプレクサＤＸ１（この場合はＷＣＤＭＡ９０
０ＭＨｚ）の送信フィルター素子を経由して行われる。第１および第２の通信システムは
、周波数について整合する送信周波数帯域を有しているので、これによって、第１の動作
状態と比較して、第２の動作状態の第１の通信システムから送信される信号のフィルタリ
ングが向上する結果となる。帯域通過フィルタリングは、比較的高周波数もしくは低周波
数の干渉の除去をもたらすため、特に隣接した周波数領域において、並行して動作でき、
干渉することなく、補助無線システムを受信することができる。図２における点線は、第
１の通信システムのための送信路を示す。
【００３８】
　図３は、第３の動作状態における回路配置を示す。この場合、ほぼ閉じられた切替器は
、回路配置のＴＸ送信チップを、第３の通信システム（この場合：ＷＣＤＭＡ８５０）の
第３の送信路を経由してアンテナ路ＡＮＴへ接続し、そして、上記ＴＸ送信チップは、Ｔ
ＤＤ複信方式（ＧＳＭ８５０）のさらに別の通信システムのための送信路として使用され
る。さらに別の第１の通信システム、および、第３の通信システムの送信周波数が整合し
ているため、この場合にはまた、送信信号の特に良質な帯域通過フィルタリングも得られ
、並行する補助無線システムの干渉することのない動作が可能となる。
【００３９】
　デュプレクサＤＸのＴＸフィルター素子を使用する送信信号のフィルタリングは、低域
フィルターＴＸＦを使用する送信信号のフィルタリングに比べて、高水準の減衰をもたら
すので、配置の第２および第３の動作状態は、第１の、および、さらに別の第１の通信シ
ステムを経由した送信動作が、補助無線システムにおける受信動作とともに並行して行わ
れるように意図されている場合にのみ、使用される。この場合において、比較的高い挿入
損失と、したがって電力増幅器の比較的高い電力消費とは、補助無線システムにおけるそ
れゆえ改善された受信を理由として、受け入れられる。隣接した、または、離れた周波数
帯域における並行した受信動作がない場合は、第１の動作状態がより好ましい。
【００４０】
　本発明は、ＴＤＤ方式の通信システムによる送信動作の間に生成される雑音を排斥する
ための付加的なフィルターチップのない、または、その他の複雑な手段のない、単純な方
法で、使用される。この場合、図２および３において示された（既知の）第１の動作状態
と新たな動作状態との間の切替えは、対応する既知の回路（図５から８を参照）において
既に提示されている切替器の適切な切替え位置によって、それぞれ行われる。本発明はし
たがって、干渉雑音に関して改善された、そして上述したように、補助無線システムの並
行受信を可能にする送信動作をできるようにするための複雑さを全く増やすことのない、
切替器の単純な減衰を使用する。
【００４１】
　本発明は、上記の図、または、上記の典型的な実施形態に限定されるものではない。上
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記に示された１ＧＨｚ帯域用の実施形態は、２ＧＨｚ帯域における第１の、および、第２
の動作システムを組み合わせたものに転用可能である。これに関連して、本発明の主要部
は、それぞれ、少なくとも１つのＴＤＤの動作システムからの送信信号が、送信帯域が周
波数について整合しているならば、または、ＴＤＤシステムの送信帯域がＦＤＤシステム
の送信帯域に十分含まれるならば、ＦＤＤ複信方式の第２の通信システムの送信路を経由
して、そしてしたがって、対応する送信フィルター素子を経由して、送信されるというこ
とである。回路配置はひいては、ＴＤＤシステムにおける送信動作のためのデュプレクサ
の本発明の利用を備えた、第１の、および、第２の周波数帯域（１ＧＨｚもしくは２ＧＨ
ｚ）の両方のための異なる動作状態を有してもよい。
【００４２】
　これに関連して、本発明は、低周波数干渉だけでなく、無線周波数干渉を除去するため
に使用でき、そのため、関連する送信帯域の動作周波数よりも高い、または、低い周波数
の補助無線システムが、干渉することなく動作できる。本発明は、上述したように、ＳＡ
Ｗ、ＢＡＷ、もしくは、フィルターとデュプレクサの組み合わせを有しうるような、既使
用のフィルター技術とは独立している。もし適するならば、新たに提案された動作状態は
、適切な受動回路素子を用いることで提供可能な整合を要求することもできる。整合回路
のために使用される素子は、同一の基板内に、特に個別素子の形状をしているフィルター
やデュプレクサが実装される基板上に、集積されることもできる。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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